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要 旨三浦半島小田和湾岩崎山のウパメガシについて，分布状況および群落の構造と種組成に関する調査

を行った．ウパメガシの分布は，宕崎山の中でも南側Jjに残る海食崖の上縁部に沿った急斜面上に限定され，ま

た，単木ではなくまとまった個体群を形成して分布していた．この生育状況から見て，当地のウパメガシは確

実に自生であると考えられた．当地はこれまでに知られたウパメガシ分布域の北限に位置することとなる．

ウパメガシは萌芽によって多数の幹を出し， II旬高断面積比の 83.9% を占めて，高さ約 8m に達する優占林を

形成していた． 房総半島の鋸南町岩井袋のウパメガシ林と比較して，立地面で・は地質や地形の共通性がi奇い

ことが明らかとなった． 一方，種組成闘では当地のウパメガシ林には乾燥したり也を指標する種がウパメガ

シ以外にはほとんど見られず，中生な立地に成立する照葉樹林との共通性がより高いことが明らかとなった．

キーワード：ウパメガシ林， Quercus phillyraeoides，分布域北限，海食崖，個体群，三浦半島．

ウパメガシ Quercus phillyraeoides A. Gray は中国

本土では内陸部まで広く分布するが（Huang et al., 

1999），我が国では本州、｜（関東南部以西の太平洋側〕・

四国・九州、｜から琉球にかけての主に海岸近くに分布

し， トベラやハマヒサカキなどと混交して低木林を形

成することが知られている（鈴木・蜂屋， 1951；山

中， 1958). ウパメガシ林は，地中海式気候の地に広

く見られる硬葉樹林の一種で，生態的には照葉樹林帯

内の土地的極相とみなされている（山中， 1979）.最

近，房総半島の勝浦市八幡岬（大野， 1998）および鋸

南町岩井袋（山井ほか， 1998；原ほか， 2000）で本来

の自生と考えられるものが相次いで確認され，房総半

島が本種の分布北東限であるとされた．

一方，三浦半島では，城ケ島赤羽崎に自生が認めら

れ（桝井， 1958；神奈川県レッドデータ生物調査団，

1995），房総半島の自生地が発見される以前は本種の

分布北東限と見なされてきた．横須賀市浦賀にある叶

神社の明神山にも生育することが知られているが（谷

口， 1956；大田原・遠山， 1993），スダジイ林内であ

ることから植栽と考えられている（桝井， 1958；神奈

川県レッドデータ生物調査団， 1995）.また，大谷・

柴田（1971）は，三浦半島小田和湾の自衛隊基地内に

ある通称，岩崎山の植物および鳥類について報告して

いるが，この中にウパメガシの記載があり，「植栽か自

然、か海岸側に散点している」との記述がある．さらに，

神奈川県植物誌 2001 C神奈川県植物誌調査会， 2001)

では，三浦半島内に 7 点の分布地点が打点され（岩崎

山にも打点されている），「三浦半島の海岸近くのもの

は自生であり，県内の正陵地で見られるものは逸出と

考えられる」と述べられている． しかし，本種は植栽

されることも多く，自生か否かを明らかにするために

は立地条件や群落構造などに関する現地調査が必要で

ある．そこで，三浦半島の 3 地点（城ヶ島，叶神社，

岩崎山）について改めて現地調査を行った．その結果，

岩崎山では，海食崖上部の縁に沿った急斜面にウパメ

ガシが群落状態で生育していることが確認されたので

報告する．

調査地と方法

調査地は横須賀市小田和湾にある海上自衛隊横須賀

教育隊内の通称，岩崎山（世界測地系 WGS84 北緯

35ー 13 ’09ぺ東経 139°37 ’ 38ぺ海抜 23 m〕である

（図 1)，岩崎山の名の由来は， この地にかつて三菱財

開岩崎家の別荘が置かれていたことによる．相模湾に

対して大きく凹んだ小田和湾奥の沖積地には陸繋島と

考えられる小山が点在しているが，岩崎山もその一つ

である． 旧陸軍測量部作成の迅速測図（明治 15 年測

量，同 25 年修正）では，測量当時，すでに岩崎山は北
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図 1. 岩崎山の位置とウパメガシの分布範囲お

よび毎木調査地点岩崎山を円で聞み，ウパメガ

ゾの分布範囲と毎木調査地点をそれぞれ倣線と黒
丸で示した地図は“カシミール 3D”によ り

“山旅倶楽部オン ライン地図”を表示させたもの

を使m .

東恨肋＝陸とつながり，南西側は小田和湾に小さく突き

出した山ljl として記載されている．現在の地形図と比較

すると，南西側に突き出した岬の突端および山の西側

が若干削られ，周辺部の埋め立てが進んではいるが，

残りの部分については，原地形をほぼ残しているよう

である ． 山の南側は海食崖がそのまま残されている

が，東～北側は緩やかな斜面となっており崖はない．

地質的には第三系三浦層群上部の三崎層により構成さ

れ，主に泥岩と凝灰質砂岩および凝灰岩の互層から

なっている Cl工藤ほか， 1 998) .

現地調査は 2003 年 6 月 6 日に実施した岩崎山お

よび周囲を歩いてウパメガ、シの分布範囲を確認すると

ともに，ウパメヵーシの生育密度の高L 、 l 地点（海抜 1 0

m）に 1 2 m × 4 m （主柑巨離〕の調査枠を設置した．ここ

は上記の海食崖に接する急斜面で斜面方位は S25°E,

傾斜は約 60° (50°～80°）であっ た調査区内に見られ

た胸高 (1.3 m）以上の幹につ いて， 種名および位置，

胸高直径，樹高を記録した．また胸高未満に出現した

植物については植物社会学的方法に従って，種名と復

占度および群l支を記録した

結果

ウパメガシは，岩崎山の中でも南側に残る海食崖の

上縁に沿った急斜面 （図 2）に限って分布し，他の場

所には見られなかった（図 1 ）.また，単木ではなく，

まとまった個体群を形成して分布していた．個体数

（株数）の正確な把握はできなかったが， 50～ 1 00 株

程度と推定される．岩崎山の南側に位置する小さな丘

（通称，御幸Ll1 ） にも 3 株のウパメガシが見られたが，

図 2. 海食崖上縁部に生育するウパメカシ. 2003 ｣1::: 6 月 6 日撮影．
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調査林分の構成. 4m × 12m調査区内の結果を示す. BA は胸高断面積合計， RBA はその相対値を示す．表 1.
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調査林分の樹高階分布．幹数を示す．表 2.
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ウパメガシの株ごとの直径階構成．表 3.
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周辺は芝地となっており，植栽された可能性が高い．

毎木調査では 8 種が出現した．ウパメガシが胸高断

面積比の 83.9% を占めて優占し，次いでコナラ，ケヤ

キの順であった（表 1）.林冠の高さは約 8m で，上層

の大部分はウパメガシが占めていた（表 2）.調査区内

の樹木の最大直径は 25.5 cm で，これもウパメガシで

あった．

調査区内にウパメガシは 8 株見られた．萌芽によっ

て 5 本以上の幹を持つ株が多く，また株ごとの幹の直

径は特定の階級に集中せず広い範囲にわたっている点

37 

が特徴であった（表 3).

調査区内の樹木の分布図（図 3）を見ると，下方の

縁の部分，すなわち海食崖に接する部分には，縁に

沿ってウパメガシが 4 株，列状に生育するのみで他の

穫は見られなかった．一方，調査区の上縁部にはウパ

メガシとともに，コナラやケヤキ，モチノキ，オオシ

マザクラなど高木性の種が生育し，さらに，調査区に

隣接した位置にアカガシも見られた．

胸高以下の植生の植被率は 40% であった．出現種

数は 15 種と少なく， キヅタが優占し，次いでツルオ
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図 3. 調査区の中の樹木の分布．調査区の大きさは 4m × 12 m. 図の下側が斜面の下側に対応し，海食崖の
上縁が横に走っている．黒丸はウパメガシを白丸はそれ以外の種を示す．円の直径は各樹木の幹（複数幹を有
する場合は最大の幹）の直径に比例させてある．

表4 )I旬高以下の植生の種組成．

種 優占度・群度

3・3キヅタ Hedera rhombea 
ツルオオパマサキ Euonymusjaponicus var. radicifer 1 ・ 1

テイカカズラ Trachelospermum asiaticum f. intermedium 
ヤブコウジ Ardisia japonica 

1 ・ 1

1 ｷ 1 
アズマネザサ Pleioblastus chino 
イヌビワ民間s erecta 
ウパメガシ Quercusphillyraeoides 
オニヤブソテツ CyrtomiumJalcatum 
ジャノヒゲ Ophiopogonjaponicus 
シロダモ Neolitsea sericea 
ツワブキ Farfugiumjaponicum 
ナツヅタ Parthenocissus tricuspidata 
ヒメユズリハ Daphn争hyllum teijsmannii 

+ 

マルパアキグミ Elaeagnus umbellata var. rotundifolia 
ミツバアケビ Akebia trifoliata 

+ 
+ 
+ 

+ 

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

オパマサキ，テイカカズラ，ヤブコウジ等が多かった

（表 4).

考察

本研究によって，岩崎山のウパメガシは極めて限定

された立地，すなわち南向きの海食崖上縁部に沿った

急斜面上にのみ生育することが明らかとなった．しか

も単木ではなく，まとまった個体群を形成して分布し

ていた．これらのことから，当地のウパメガシは，ほ

ぼ確実に自生であると考えられる．また，当地は房総

半島の 2 カ所の自生地，すなわち勝浦市八幡岬（北緯
35°08’，東経 140。 19’）および鋸南町岩井袋（北緯 35°

06’，東経 139°50’）よりも緯度的には若干，北に位置

する． したがって，当地がウパメガシの自然分布の北

限となることが明らかとなった．

今回の調査に際し，城ヶ島赤羽崎のウパメガシにつ

いても，かつての自生地の正確な位置情報（大場達之，

私信）を得て現地確認を行ったが，発見できなかった．

すでに失われた可能性がある．また，浦賀の叶神社明

神山のウパメガシについても現地確認を行った結果，

社殿裏手の平坦地に 3 本がまとまって生育し，しかも

周囲には明らかに植栽と考えられるマテパシイやイヌ

マキもあり，ウパメガシも植栽されたものと考えられ

た． したがって三浦半島では，岩崎山のウパメガシ個

体群が，現状では自生のほぼ確実な唯一の個体群であ

ると考えられる．

当地のウパメガシ林を房総半島のウパメガシ林と比

べると，特に鋸南町岩井袋のウパメガシ林（原ほか，

2000）と，ウパメガシ個体群の状態や立地面で共通性

が高いことが明らかである．すなわち 1）ウパメガシ

は単木ではなく個体群としてまとまって生育し，面積

は小さいが優占林を形成している， 2）地理的にはどち
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らも半島西部の湾の北側に位置し南～西方向が海に
広く開いているため，冬季にこれらの地域で卓越する

南西～西からの季節風（吉野， 1967）が強く吹きつけ
る場所である， 3）地形的には海岸沿いの南～西向きの

急斜面で，地域内では最も乾燥の厳しいと考えられる

場所である， 4）地質的には第三系の三浦層群上部の三

崎層ないし天津層に分類される，凝灰質を多く含む地
層が露出した場所である，の 4点である．このうち，
2）とめについては，原ほか（2000）で岩井袋のウパメ

ガシ林について指摘したことが，岩崎山のウパメガシ

林にもすべてあてはまる. 4）については，岩崎山に分

布する三崎層の主部はおおむね房総半島の天津層に対
比されるが（江藤ほか， 1998），岩井袋は，まさにこの

天津層中部に分類される地層により構成されている

（鈴木ほか， 1990）.すなわち，岩井袋と岩崎山は，地
質的にほぼ同ーの場所である．

岩崎山のウパメガシ林は，林分の構造や種組成の面

から，岩井袋のウパメガシ林と異なる点もある．すな

わち， 1）岩井袋では急傾斜の岩稜上にウパメガシが他

の樹木と混生しつつパッチ上に生育しているのに対

し，岩崎山ではウパメガシは海食崖に接した斜面の縁

の部分だけに限って線状に分布する傾向が強い， 2）岩

井袋の群落ではイプキを多く混生し，また下層にトベ

ラを多く伴うが，岩崎山の群落ではこれらを欠く， 3)

林床植生の種組成も異なり，岩井袋ではオケラやヒカ

ゲスゲなどやや乾燥したコナラ林と共通する種が特徴

的に見られるが，岩崎山ではこれらの種を欠き，キヅ

タが優占している，などである．

すなわち，岩崎山のウパメガシ林は，乾燥した立地

を指標する種がウパメガシ以外にはほとんど見られ

ず，中生～湿潤な立地に成立するスダジイ林など照葉

樹林との共通性が高いといえる．このような違いの原

因としては， 1）岩崎山では海食崖の規模が小さく岩稜

も発達していないことから，岩井袋に比べて乾燥が厳

しくないことや， 2）岩崎山では周囲が埋め立てられて

潮風など海の直接的影響が弱まり遷移が進行しつつあ

ることが推定される．

また，当地のウパメガシは株ごとに萌芽して多数の

幹を出していた．一見，伐採を受けて再生したものの

ようにも見える． しかし，幹は株内で特定のサイズに

集中することなく，さまざまなサイズのものが見られ

た．このことは，株内の各幹がさまざまな時期に発生

したものであることを示唆する． したがって，過去に

伐採を受けた可能性は否定できないが，多数の萌芽を

有している点は，萌芽を繰り返して個体（株）を維持し

ていくウパメガシ本来の種特性を示すものと考えられ

る．

西日本では，ウパメガシ林は主に海岸近くの土地的

極相として比較的普通に見られる群落である（山中，

1958). これと比べると，三浦半島や房総半島など分

布の北・東限域では，その立地が地質や地形，気候条

件の面で強く限定され，そのため，ウパメガシは互い

に隔離された小個体群として分布するようになってい

るといえる．これらのウパメガシ林が植生史的に見

て，どのように成立したものなのかは今後の興味深い

研究課題である．
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The habitat, floristic composition and stand 
structure of a Quercus ρhillyraeoides forest at Iwaｭ
sakiyama on the coast of Odawa Bay, Miura Peninｭ

sula, central Japan, were surveyed. Quercus Phillyｭ

raeoides formed a dominant stand only along the 
upper margin of sea cli百 in the surveyed ar巴a.and

occupied 83.9% of the total basal area of the stand. 
Quercus phillyraeoides trees formed multi-stemmed 
clumps by basal sprouting, reaching 8 m tall and 

25.5 cm in diameter at breast height. As compared 

with Q. ρhillyraeoides forest at Iwaibukuro, Kyoｭ
nanmachi, Boso Peninsula, the habitat was quite 
similar viewed from topographical and geological 

features. Floristically, however, this forest was 
poorer in elements indicating xeric habitat, but 

was richer in elements indicating mesic habitat. It 
was revealed that the site represents the northern 
distributional limit of Q. phillyraeoides along the 

Pacific side of Japan. 
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